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研究成果の概要（和文）：本研究においてジョブ・デザインとは、従業員の態度や行動を改善・

向上させるために１．自律性 (Job Autonomy)、２．能力の多様性 (Skill Variety)、３．職務

自体からのフィードバック (Task Feedback)、４．職務アイデンティティ (Task Identity)、

５．務の意義 (Task Significance)、の以上５点についてデザインすることと捉えている。 

日本とシンガポールにおいて 411人の被雇用者への調査を行い、データを収集した。

その結果、彼らの所属する企業に対するコミットメントは、そのナレッジマネジメント行動に

影響を与えていることが明らかとなった。一方従業員達のコミットメントはジョブ・デザイン

の影響を受ける。例えば、高い自律性を与えられた従業員は、低い自律性しか与えられていな

い従業員に比べ、より強いコミットメントを持っている。 

興味深いことに、応答曲面法を使うと、ジョブ・デザインの効果は曲線的であること

がわかった。例えば、従業員の持つ能力の多様性が高すぎる場合、心理的ストレスによりかえ

ってコミットメントは減少してしまう。すなわちそれは、能力の多様性を向上させ続けても必

ずしも従業員達のコミットメントが増大し続けるわけではないことを意味する。これは先行研

究とは異なる結果である。先行研究では従来のデータ解析手法の限界により、直線的効果しか

検証できなかった。しかし本研究により、応答曲面法がジョブ・デザインの効果についてより

正確な理解をもたらしてくれる手法であることが明らかとなった。 

異なるジョブ・デザイン（自律性、能力の多様性、職務自体からのフィードバック、職務アイ

デンティティ及び職務の意義）の中では、能力の多様性が最も影響力があり、一方職務自体か

らのフィードバックには顕著な効果は見られないことがわかった。 
 
研究成果の概要（英文）：This study examined how job design influences employees’ use of 
knowledge management (KM) systems. This is one of the first studies to theoretically and 
empirically examine the role of job design on KM system use. For practitioners, the 
findings indicate how jobs can be designed to promote KM system use. 

Polynomial regression and response surface analysis of data collected from Japan 
and Singapore has shown that job design influences KM system use through enhancing 
employees’ affective commitment. Specifically, the job design aspects of job autonomy, 
skill variety, task identity, and task significance have significant effects. 
Interestingly, except for job autonomy, these aspects have non-linear effects. When their 
levels exceed employees’ preferences, they generate stress and decrease affective 
commitment and KM system use. Their effects differ across cultures: skill variety has 
stronger influence on employees in Japan while job autonomy has stronger influence on 
employees in Singapore. 

Further, the results have shown that when extrinsic motivation such as bonus 
and higher chance for promotion is present, the effects of job autonomy, skill variety, 
and task identity are stronger. However, this enhancing effect of extrinsic motivation 
is weaker in Japan compared to Singapore.  
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Overall, this study highlights which aspects of job design to focus on and how 
they should be managed to promote KM system use. The key finding is that job design is 
a double-edged sword in promoting KM system use that must be managed carefully. 
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１．研究開始当初の背景 
 

(1) 近年，組織におけるナレッジマネジ
メントが注目されている。それに伴
い，ナレッジマネジメントを支援す
るシステムが多く開発されている。 
 

(2) ジョブデザイン、モチベーション、
KM システム利用との関係は今日もな
お、十分に明らかになっていない。 

 

(3) 先行研究では従来のデータ解析手法
の限界により、直線的効果しか検証
できなかった。 

 
 
２．研究の目的 
 

(1) ジョブデザインが従業員の KMシステ
ム利用にどのような影響を及ぼす
か？ 
 

(2) ジョブデザインのどの側面が KMシス
テム利用により強く影響するか？
(例：自立性がもっとも強い影響を及
ぼすか？) 

 

(3) ジョブデザインとモチベーション
(例：外的報酬)の相互作用がどのよ
うに KMシステム利用を影響するか？ 

 

 
３．研究の方法 
 

(1) 日本とシンガポールにおいて 411人
の被雇用者への調査を行い、データ
を収集した。 
 

(2) 集められた個人情報の機密を保持し、
匿名性を確保して分析した。 

 

(3) 多項式回帰と応答曲面法を使うと、
ジョブ・デザインの効果は曲線的で
あることがわかった。 

 

(4) 研究結果の解釈及び判断を補助する
ためにフォローアップ調査（インタ
ビュー等）を行った。 

 

 
４．研究成果 
 

従業員の持つ能力の多様性が高すぎる場

合、心理的ストレスによりかえってコミット

メントは減少してしまう。すなわちそれは、

能力の多様性を向上させ続けても必ずしも

従業員達のコミットメントが増大し続ける

わけではないことを意味する。これは先行研

究とは異なる結果である。先行研究では従来

のデータ解析手法の限界により、直線的効果

しか検証できなかった。しかし本研究により、

応答曲面法がジョブ・デザインの効果につい

てより正確な理解をもたらしてくれる手法

であることが明らかとなった。 

 

異なるジョブ・デザイン（自律性、能力

の多様性、職務自体からのフィードバック、

職務アイデンティティ及び職務の意義）の中

では、能力の多様性が最も影響力があり、一

方職務自体からのフィードバックには顕著

な効果は見られないことがわかった。 
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